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崔貞煕の小説「天脈」は「地脈」、「人脈」とともに発表当時より、いわゆ
る伝統的な女性倫理を強調した作品として解釈されてきた。しかし最近はその
ような一面的な解釈に疑問が提起され、とくに「天脈」については親日文学と
関連づけた見方も出てきている。それは当時の崔貞煕が親日的な文章を書いて
いたことのほかに、「天脈」に登場する孤児院が、実在した孤児収容施設「香
隣園」をモデルにしていることとも無関係ではないと思われる。「天脈」とほ
ぼ同じ時期に、やはり香隣園を描いた親日映画「家なき天使」力沸Ⅲ乍されて、い
たが、数年前にそのフィルムが発見された。それをきっかけに r天脈j に再び
研究の目が向けられるようになったのである。「天脈」と「家なき天使」との
比較についてはすでに詳細な研究がなされており、本稿はそれに多くを拠って
いる。
ところで、崔貞煕は「天脈」を執筆する前に香隣園を取材し、先ず訪問記
「香隣園を訪ねて」を書いた。「香隣園を訪ねて」にはフランス映画「格子な
き牢獄」が、そのタイトルのみ引用されているが、そのことにっいてはこれま
で言及されたことがなかった。「天脈」は「香隣園を訪ねて」を土台に執筆さ
れているため、「天脈」と「格子なき牢獄」との関連について筆者はかねてよ
り関心を抱いてきた。
本稿では上記した2つの映画、すなわち朝鮮映画「家なき天使」、フランス
映画「格子なき牢獄」と関連づけた「天脈」の読解例を示す。とくに「格子な
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き牢獄」を用いた解釈は初めての試みであり、
を提示できれぱと思う。
1941年に発表された崔貞煕の「天脈リは、「地脈勺、「人脈U とともに崔
貞煕の初期代表作とさ、れる。いずれの作品も女性主人公の恋愛や結婚をめぐっ
ての当時の社会制度や慣習との摩擦と、そこから生じる心理的葛藤を描いてぃ
る。すなわち、日本の植民地下で高等教育を受け、新しい知識や思想を身につ
けたいわゆる「新女性」らが伝統的な結婚の形とは異なる、自由な意思による
男女の結びつきを求めたものの社会に受け入れられずに挫折し、与えられた生
き方を受け入れて再出発するという内容である。最初に、「地脈」と「人脈」
の展開について触れておく。
「地脈」の主人公は、留学中の東京から帰省Lたさいに知り合った妻子ある
男性にひかれて同棲をはじめ、2人の子供を出産した。しかしまもなく男性が
死亡してしまうと、路頭に迷った主人公は子供を預け、ソウルのキーセンの家
に住み込みで働きに出ることになる。「地脈」のストーリーはここから始まる。
ソウルに出た主人公は思、い切って東京時代の恋人だったサンフンを訪ねる。
主人公はサンフンから求婚され、小学校入学を控えた子供にとっても戸籍は必
要だったが、思しγ悩んだ末、主人公は一人で子供を育てていく決心をする。そ
れは、サンフンが血のつながりのない子供を愛してくれないのではないかと考
えたからだった。「地脈」には主人公以外にも、貧しさゆえに富豪の妾となり、
実の子と引き裂かれたばかりか、その男の子供に疎んじられる女性、また夫の
死後、自らの異性愛を優先させて実の子と別れて暮らす女性などが登場し、異
性愛と母性愛との間で揺れる主人公の苦悩を強調する効果を上げている。
結局、主人公は「星が天の軌道を外れないように、私は地上の軌道を外れな
い忍而すと克己と誠実と勇気を持たなくてはいけない勺と自らに誓い、伝統的
な女性の生き方、すなわち異性愛を諦め、母として子供のために生きる道を選
択する。
「人脈」の主人公は父の定めた相手と結婚して申し分のない暮らしを営んで
いたが、友人の夫を好きになってしまう。詩人であるその男性に主人公は以前
から憧れを抱いていた。主人公は男性に気持ちを打ち明け、離婚の覚悟を告げ
るが拒絶され、自暴自棄で別の男と同棲をはじめる。しかし男性から「愛する
人の貞淑と幸福を自分のこと以上に願い、祈っている勺と諭され、夫のもと
2 「天脈」の概要
「天脈」の研究に新たな方向性
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ヘ戻っていく。その後、出産を経た主人公は、「忠実な妻から真の母ヘ、すな
わち完全な女性゜」となることを心に誓って作品は終わる。
以上のように、「地脈」と「人脈」は女性主人公が母性を優先させることで
異性愛を克服するという展開を見せる。あとで述ベる「天脈」についても伺様
の解釈のもと、従来、これら「三脈」は主人公が伝統社会の女性倫理を受け
入れて、女性の本来あるべき姿を回復していく作品であると解釈されてきた'。
しかし最近はそのような解釈に対する疑問も提起されている。イ・ビョンスン
は、主人公が母性に回帰する過程に蓋然性がなく、唐突で、叙述的要約によっ
て導かれているにすぎない'と指摘する。すなわち崔貞煕は母性より女性性を
強調しているのであって、崔貞煕における母性とは、当時の社会において声高
に叫ぶことのできない女性的な欲望を隠蔽する道具として作用している゜のだ
とする。「天脈」はとりわけそのように見える作品である。
「天脈」は妻子ある男性と同棲して忘、子をもうけた主人公が男性の死後、生
活苦に直面するという前提において「地脈」と同様であるが、「天脈」の主人
公ヨニは息子の将来を考えて医者と再婚する。しかし夫は息、子を虐待し、それ
によって息、子が次第に非行化していくことに心を痛めたヨニは雛婚を決意する。
そして忘、子を連れ、小学校時代の'恩師が園長をしている孤児院に入って不幸な
子供たちの母となって生きる道を選ぶ。
このあとヨニは園長に対して特別な感恬をつのらせていく。そして抑えきれ
ず気持ちを伝えようとするが、園長はヨニの告白の言葉を巧みに避けながら、
「・一胸が裂けるほど痛く、首が締め付けられる、そんな悲しみの中から・、苦し
みの中から歓喜を発見することのできる人間こそが正しいことも美しいことも
わかる人間M」なのだと語って子供たちの中に戻ってぃく。ヨニは園長が子供
たちみなの父でありつづけなければならないことを理解しながらも、虚ろな気
持ちを収めることができない。そして物語は'「ヨニがひざを折り、手を合わせ、
頭を垂れ、目を閉じてじっと座り、自らの神が何なのかもわからないまま祈る
習慣はこの日から始まったのだ'りと結ぱれる。
「天脈」のこのような結末は何を意味するのであろうか。ヨニは母性に回帰
したと考えてよいのか、それとも園長に対する異性愛を克服できずにいるのか。
少なくともヨニが何らかの葛藤を抱えたままであることは明らかであり、完全
に母性に回帰したと考えるには無理がある。ヨニは園長に対する気持ちを諦め
きれず、そればかりかヨニの気持ちを理解しながらも核心旧勺な言葉を避け、・ロ
ごもりながら説き伏せる園長こそがヨニへの思いを抑えるために必死にな0て
いるように読めるのである。つまり「天脈」の結末は、園長がヨニに語った言
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葉やヨニの祈りの姿からわかるように、孤児院のすべての子供たちの父となり、
母となることは、異性ヘの愛に苦しみ、それを乗り越えることによって到達で
1
きる気高い行為だということを表現していると解釈できる。
このように崔貞煕の三部作のうち、と,くに「天脈」は、従来・の解釈のように
単純に異性愛に苦しむ女性主人公が母性を優先させることでそれを克服してい
く作品だと解釈するには疑問が残る。イ・ビョンスンは崔貞煕の作品における
母性について、当時の社会において声高に叫ぶことのできない女性的な欲望を
隠.蔽する道具として作用していると述ベたが、それに続けて、円謁年以後、主
要な新聞が戦争の勝敗そのものを母としての女性の役割と直接結びつけ、母の
覚醒を促す記事が急増したと述ベ、この時期の崔貞煕の小説が母性を強調する
背景には日中戦争以降の戦時体制が関与していることを示唆した栓。崔貞煕は
「天脈」と前後して、朝鮮語と日本語とを問わず、'時局関連の文章を多く発表
していることもあり、最近は「天脈」を親日文学に位遣づける解釈が出てきて
いるW。
本稿では「天脈」を読み解くために、同時代に公開された2つの映画、すな
わち朝鮮映画「家なき天使」と、フランス映画「格子なき牢獄」を取り上げ
る。「家なき天使」は当時、実在した孤児収容施設「香隣園」を描いた映画で、
「天脈」に登場する孤児院も香隣園をモデルとしている。崔貞煕自身も実際に
香隣園を訪れており、「天脈」を執筆する前に「香隣園を訪ねて」という訪問
記を書いている。そしてその「香隣園を訪ねて」にタイトルのみ引用されてい
るのがフランス映画の「格子なき牢獄」である。すなわち崔貞煕は当時、.話題
になっていた香隣園を訪れ、そのとき「格子なき牢獄」を思い浮かべ、そのイ
メージで「香隣園を訪ねて」を書き、それを士台に「天脈」を執筆したと推測
される。その間に映画「家なき天使」も完成し、「天脈」の連載中に公開され
た。
映画「家なき天使」は、「天脈」が『三千里』に連載されている最中の1941
年2月に公開された。これは植民地京城を舞台に、牧師の方聖貧が街の浮浪児
を拾い、「香隣園少年寮」を設立して子供たちに規律正しい生活を身につけさ
せる一方、浮浪児たちを陰で操る悪徳な大人を悔い改めさせるという内容であ
リ、実話に基づく。制作は準国策映画を特色とした高麗映画協会M、監督は新
進気鋭の崔寅奎、シナリオは朝鮮総督府警務局図書課の嘱託を務めた西亀元貞
3 映画「家なき天使」との関連から
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である。映画のフィルムは長らく行方がわからなくなっていたが、 2004年に中
国で発見され巧、 2007年に韓国でDVD化されたM。
「天脈」と「家なき天使」を結ぴつけるものは、「天脈」に登場する孤児院、
すなわち「玉水町保育院」と、「家なき天使」の「香隣園少年寮」である。香
隣園少年寮は1940年春に牧師、方洙源氏によって恩平面弘済外里に建てられた
もので、その後、移転して崔貞煕が「天脈」を書いたときは玉水町にあった。
「玉水町保育院」が香隣園をモデルにしていることは崔貞煕や方洙源氏の文
章リから明らかである。香隣園とは実際にどのような施設だったのであろうか。
香隣園が設立されると、、『京城日捌は円40年6月20日から3日間にわたり、
高岡真子なる人物による「香隣園少年寮訪問記」を連載した。方洙源氏の献身
的な活動を紹介したその記事は反響を呼ぴ、京城府庁や朝鮮総督府の関係者が
視察に訪れ、早くも8月から映画「家なき天使」の制作が開始された。このよ
うな経緯からわかるように、香隣園は設立者である方洙源氏の意図がどうであ
れ、朝鮮総督府の施策に沿う施設であった。また現実的に、資金面での援助な
しには増えていく孤児たちを養うことが不可能であった。
「香隣園少年寮訪問ヨ剥によれば、子供たちの宿舎は羊小屋を改造した建物
で、朝はラッパの合図に始まる。それから点呼、皇国臣民の誓詞の唱和、ラジ
オ体操、「清聴W」を行ったあと、水や薪、小麦粉の運搬、道路工事、うどん
の製造といった作業ヘと続く。製造したうどんを売って米や麦、野菜を買って
いたが、資金は不足していて風呂場もなかったという。映画「家なき天使」に
も様々な班に分かれての子供たちの作業の様子や、うどんの製造、国旗掲揚、
皇国臣民の誓詞を唱和する場面などが映し出される。
「家なき天使」の一般公開に先立ち、『京城日報』は円41月2月11日の紀元
節から4日間にわたって「『家なき天使』と社会問題」と題した座談会記事を
掲載した。出席者は朝鮮総督府社会教育課長、国民総力朝鮮連盟参事、京城府
主事といった役人やその夫人たち、方洙源氏、それに映画の制作関係者らで
あった。「南イズム鴫」が出ていてよかった、「皇国臣民の誓詞を唱える点な
どよかった肋」という評価の声が聞かれるとともに、「今に全鮮の不幸な子供
らが跡を絶ち、たくましい皇国臣民として私共の前に現れてくれるでありませ
う訂」と、方洙源氏の仕事に対する感謝の言葉が語られた。
では「天脈」の「玉水町保育院」はどうであろうか。建物は「童話に出てく
るような家を連想させる面白い形をした家が口の字型に配置され、それを囲む
ように農園、果樹園、花園があって、前には大きな川が流れ詑」、噴水もある。
そこで子供たちはシルム伸熊羊式相撲)をしたり、ブランコに乗ったり、フッ
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トボールや野球をL、ラッパのほかドラム、サックス、アコーディオン、バイ
オリンの演奏もする。日課としては、ラッパの合図で起床して掃除と朝食を済
ませ、2班に分かれて農園作業と学課の勉強をし、夕食後に一日の反省を行う。
「天脈」がモデルとするのは玉水町移転後の香隣園であり、'そこはある富豪か
ら提供された大きな建物だったというので部、少なくとも羊小屋ではなかった
であろうが、「童話に出てくるような家」というのはかなり誇張された表現で
ある。また、わずかに出てくる農園作業の場面は「家なき天使」に見られるよ
うな肉体労働とはほど遠い。
このように映画「家なき天使」と、崔貞煕の小説「天脈」は香隣園という、同
じ孤児収容施設をモデルにしているが、与える印象はまったく異なっている。
このことについてキム・ジュリは、映画の持つイメージの力を小説が備えてい
ないためであるとし、「天脈」の「玉水町保育院」においても決められた時間
に決められた活動を行い、決められた時問に食事をして、一日の終わりには必
ず反省の時間が設けられているが、'そのような徹底して時間表どおりに進行す
る日常、すなわち監獄や学校、工場のような規律が内在する世界を見えなくし、
子どもたちの自律性が強調された結果、その空間が楽園のような幻想を与える
のだというぎ。さらに「家なき天使」が香隣園を浮浪児の教化施設ととらえて
いるのに対し、「天脈」では児童の養育施設ととらえて家族愛や献身的な母性
愛といったイデオロギーを強調しているとするお。そして主人公ヨニが私的な
欲望、すなわち園長に対する異性愛を克服して、すべての子供たちの母となれ
たとき、ヨニは「銃後の婦人」として生まれ変わるのだと解釈する那。
このように「家なき天使」と関連づけて「天脈j を解釈すると、崔貞煕の作
品における母性の意味の変化とともに、「天脈」の特殊性が浮かび上がる。た
だし、「天脈」をただちに親日文学に位置づけることは「天脈」という作品そ
のものだけでは多少無理がある。こうした解釈が出てくる背景には、崔貞煕が
「天脈」執筆前の1940年10月12日に、「朝鮮文士部隊」の一員として京畿道楊
州の志願兵訓練所を劼れ、そのときの見聞をもとに書かれた日本語小説「野菊
抄力」において、主人公が志願兵訓練所の厳格に規律が定められた集団生活を
「何んと云ふ立派な人生勉強でせう閉」と肯定的に受け止める下りがあること
などとも関連していることを確認しておきたい即。しかし、本稿は崔貞煕の親
日性を問うことが目的ではないので、「天脈」の解釈の一例として述ベるにと
どめる。
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崔貞煕は四40年夏に『王千里』誌の記者として香隣園を訪れ、その訪問記
「香隣園を訪ねて」を『三千里』1940年12月号に発表した。そこに描かれた香
隣園の様子は、引き続いて書かれた「天脈」とほぼ同様で、子供たちが自由に
遊んでいることが強調されている。「香隣園を訪ねて」のタイトルのあとには
次のような文章が続いている。
4 映画「格子なき牢獄」との関連から
乞食、泥棒、父母なき天涯の孤ψ巳一この哀れな子供六十三名を集め、彼
らに文字を教え、品行を教え、生産事業を教え、再生の道ヘ導く、「格子な
き牢屋」を見るがごとく聖なるこの事業と、それを先導する方洙源氏!即
ここに見られる「格子なき牢屋」は、韓国語の原文でも日本語で表記されて
いることから、固有名詞として引用されていることがわかる。フランス映画
「格子なき牢獄」(prisonsans Barreaux)のことであるとみられる。「格子な
き牢獄」は円謁年に制作され、ヴェネチア国際映画祭で民衆文化大臣賞を受賞
した作品で、日本では1939年12月に公開された。外国映画は1939年10月に施行
された映画法により上映が制限されていたが、「格子なき牢獄」は繰り返し上
映される数少ない映画のうちのーつであり、当時の社会に受け入れられる要
素をもっていた罰。朝鮮においても1940年春.までに公開されており、評判もよ
かったようである。『三千里』19如年9月号には解説力斗易載され詑、同号に企
画された文学と映画についての座談会でも話題に上った露。
「格子なき牢獄」の舞台は女子感化院である。その感化院は少女たちに厳し
い規則と罰を科していたが、新たに赴任した女性院長のイヴォンヌは肉体的な
罰を廃止し、愛によって少女たちを更正させようと全力を尽くす。例えば、脱
走を企てたネリャに対する割は町まで造いに行かせることだった。施設の外に
出たネリーが気持ちょさそうに草原を駆ける場面は非常にすがすがしい。しか
しイヴォンヌが仕事に情熱を傾けるあいだに婚約者の心が離れていき、ついに
はネリーとの恋愛が発覚する。イヴォンヌの心は揺れ動くが、結局、施設に永
住することを決意するとともに、ネリーを許す。そ.してすでに次の職務地に赴
任した婚約者のもとヘ向かうネリーを見送る場面で幕が下りる。
崔貞煕はこの「格子なき牢獄」のタイトルをなぜ引用したのであろうか。実
際の香隣園がどうであったかは別として、崔貞煕の月には「格子なき」自由な
雰囲気に映ったのかもしれないし、あるいは園長の理想を意図的にそう表現し
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崔貞煕の小説「天脈jを読み解く一映画「家なき天使」、「格子なき牢獄」との関連からー
たのかもしれない。しかし上の引用文.における「格子なき牢屋」は文脈からみ
て、そのような意味で用いられてはいない。方洙源氏自身とその事業が「格子
なき牢屋」にたとえられているのである。
映画「格子なき牢獄」のタイトルは、「格子なき」自由という文字通りの意
味のほかに、もうーつの意味を含んでいる。その真の意味は映画のエンディン
グで明らかになる。ネリーを見送ったイヴォンヌは最後に、「ここの真の囚人
は私たち」とつぶやく。つまり映画「格子なき牢獄」は、少女たちのためにー
生を捧げる覚悟をしたイヴォンヌが、その犠牲的精神によって聖女として生ま
れ変わろうとするさまを描いているのである。この最後の場面について、当時、
映画を見た梨花女子専門学校のある学生は、「イヴォンヌの悲しげな顔も、感
化院の事業によって卸く・というより彼女の生きた思想によって輝く・胸がひ
りひりするような、うら悲しい美しさだ訊」と感想を語0ている。
映画「格子なき牢獄」を念頭におけば、「香隣園を訪ねて」で崔貞煕が伝え
ようとしたものが、香隣園の園長である方洙源氏の導く「聖なるこの事業」
と、その犠牲的精神であることがわかる。方洙源氏の手記「子供は天使と同じ
だ誹」には、子供たちから初めて父と呼ばれたときの喜び、自己を捨てて子供
たちのためだけに生きょうという献身的な気持ちとともに、子供たちの完全な
る父になるための苦労が並大抵ではないことが赤裸々に綴られている。崔貞煕
は香隣園を訪問し、方洙源氏から直に話を聞きながら映画「格子なき牢獄」を
思い浮かべ、そのイメージで「香隣園を訪ねて」を書き、それをさらに「天
脈」ヘ発展させたのではないだろうか。
以上のことから、「格子なき牢獄」と関連づけて「天脈」を解釈すると、主
人公ヨニの祈りは私欲を捨て、聖女として生まれ変わろうとする祈りであり、
そこには子供たちすべての父となるために自己を捨て、「聖なる事業」を導く
方洙源氏の苦悩と犠牲的精神が重ねられているのを読み取ることができる。
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本稿では崔貞煕の小説「天脈」を、同時代に制作された2つの映画、すなわ
ち朝鮮映画「家なき天使」、フランス映画「格子なき牢獄」と関連づけて読み
解いた。「天脈」と「家なき天使」はほぼ同時期に創作されているため、「天
脈」が「家なき天使」から直接の影響を受けたということはないと思われる。
しかし親日映画である「家なき天使jと関連づけながら「天脈」を解釈するこ
とにより、崔貞煕の作品における母性の意味の変化とともに、「天脈」という
5 おわりに
作品の特殊性が浮かび上がった。
一方、フランス映画「格子なき牢獄」のエンディングは、映画を見た者なら
強く印象に残る場面である。崔貞煕が香隣園を訪れ、園長である方洙源氏の献
身的な姿に接したときに、「格子なき牢獄」の感化院とイヴォンヌを連想する
ことは、小説家としてじゅうぶんにあり得ることである。「天脈」を「格子な
き牢獄」と関連づけて解釈することにより、主人公ヨニの祈りは私欲を捨て聖
女として、すなわち孤児院のすべての子供たちの母として生まれ変わろうとす
る祈りであり、そこには子供たちすべての父となるために自己を捨て、「聖な
る事業」を導く方洙源氏の苦悩と犠牲的精神が重ねられているのを読み取るこ
とができた。
「天脈」は結末部分の解釈Lだいで様々な読み方ができる作品である。その
ことは植民地末期における崔貞煕の執筆活動に,ついての評価にも影郷を及ぼす。
本研究の成果も含め、今後さらなる検討が必要である。
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